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令和７年 第１０回 武豊町教育委員会 会議録 

開催日 令和７年１1月６日（木）  

場 所 武豊町役場 全員協議会室 

出席委員の氏名 

教 育 長 榊原 寛二 

教育長職務代理者 森田 教夫     委 員 鋤柄佐千子 

委 員 堤田 綾子       委      員 浅野俊太郎 

出席職員の氏名 

教 育 部 長 長澤 成江      学 校 教 育 課 長 森田 光一 

生涯学習スポーツ課長兼中央公民館長  横田  覚          町民会館事務長    森田 明男 

歴史民俗資料館長  奥野 真光     生涯学習スポーツ課課長補佐    神谷 芳美        

給食センター所長  青木  隆     学校教育課課長補佐    池田 雅史 

学校教育指導主事  小田島 健     学校教育指導主事    石田 貴之 

                            ：欠席者 

 

１．開会 午後１時３０分 

 

２．開会宣言並びに令和７年第９回定例会 会議録の承認 

（教育長） 出席委員４名を確認し、会議の成立及び第１０回定例会の開会を宣言します。 

（教育部長） 次に前回の会議録のご承認をお願いします。会議録につきましては事

前にお渡ししておりますので、すでにご確認いただいていると思います。

この会議録について、ご意見、ご質問等あればお願いします。 

《意見なし》 

（教育部長） 特にご意見等もないようですので、前回の会議録は承認とします。会

議録への署名は、この会議が終わりましたら、担当がお願いに行きます

ので、よろしくお願いします。 

（教育部長） それでは教育長報告をお願いします。 

 

３．教育長報告  

   １０月 ９日（木） ・町定例教育委員会 

１０月１１日（土） ・小学校運動会 

１０月１７日（金） ・中学校体育祭 

１０月２１日（火） ・教育課程研究会 

１０月２４日（金） ・尾張部町村教育長協議会研修会（東郷町） 

１０月２６日（日） ・武豊町文化講演会 

生物学者・早稲田大学名誉教授 池田清彦氏 
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１０月２８日（火）  ・定例校長教委管理職会議 

・児童生徒の意見発表会（町民会館） 

１０月２９日（水）  ・尾張部都市教育長会並びに町村教育長会合同会議（清須市） 

１１月 １日（土）  ・町民文化祭（２日まで） 

１１月 ３日（月）  ・町読書感想文・感想画コンクール表彰式、図書館を使った

調べる学習コンクール表彰式 

・第 18 回愛知県市町村対抗駅伝競走大会 結団式 

１１月 ４日（火） ・知教協幹事会 

１１月 ５日（水） ・知多地区拡大家庭教育推進協議会 

             ・教育支援委員会 

１１月 ６日（木）  ・町定例教育委員会 

・教育委員と校長との人事面談 

 （教育部長） 議事進行を教育長にお願いします。 

 

４．議  事 

（教育長）  議案第２７号「１２月定例会補正予算」について、各課から説明をお

願いします。 

 

議案第２７号「１２月定例会補正予算」について 

 

（池田 学校教育課課長補佐） 当日配付資料の説明 

      歳入予算では小学校費寄附金について増額補正している。学校の教育環境充

実のため、ＪＦＥスチール株式会社知多製造所様より寄附があったためである。 

歳出予算では、小学校維持管理費の修繕料について増額している。来年度特

別支援学級数が増加することに伴い、学習環境を整備するためである。会計年

度任用職員の報酬等に関しては、改正給与法が国会で成立した後、対応予定で

ある。 

 

（青木 給食センター所長） 当日配付資料の説明 

      歳出予算では、学校給食センター運営事業費の賄材料費で増額補正している。

物価高騰、特に米の価格高騰の影響が大きく、年度末にかけて賄材料費の不足

が見込まれるためである。また、学校給食センター管理費の中の光熱水費も増

額補正している。使用量及び燃料調整単価が当初の見込みを上回り、年度末に

向けて不足が見込まれるためである。 

 

（神谷 生涯学習スポーツ課課長補佐） 当日配付資料の説明 

      歳入予算では社会教育費寄附金について増額補正している。図書館の図書購

入のため、個人の方より寄附があったためである。 

      歳出予算では、総合体育館管理費の修繕料について増額している。消防設備

の法定点検において機器不良の報告があり、避難誘導灯の更新をするためであ

る。 
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  （森田 町民会館事務長） 当日配付資料の説明 

歳出予算では、町民会館管理費の光熱水費について増額している。光熱費の

高騰及び真夏日の増加に伴うものである。会計年度任用職員の報酬等に関して

は、改正給与法が国会で成立した後、対応予定である。 

 

（教育長）  今の件で、ご質問等はございますか。 

 

（教育長）  それでは、採決に入ります。議案第２７号「１２月定例会補正予算」

について、原案のとおり採択することに賛成の方は、挙手をお願いしま

す。 

 

 ＜全員挙手＞ 

 

（教育長）  本案を承認可決することといたします。 

 

（教育長）  次に、議案第２８号「令和８年度当初予算」について、各課より説明

をお願いします。 

 

議案第２８号「令和８年度当初予算」について 

 

（池田 学校教育課課長補佐） 当日配付資料の説明 

  （青木 給食センター所長） 当日配付資料の説明 

（神谷 生涯学習スポーツ課課長補佐） 当日配付資料の説明 

  （奥野 歴史民俗資料館長） 当日配付資料の説明 

  （森田 町民会館事務長） 当日配付資料の説明 

 

（教育長）  本議案については、現段階の要望案ということでご承知おきください。

ただいまの件で、ご質問等はございますか。 

 

（教育長）  ご意見・ご質問がないということで、採決に入ります。議案第２８号「令

和８年度当初予算」について、原案のとおり採択することに賛成の方は、

挙手をお願いします。 

 

 ＜全員挙手＞ 

 

（教育長）  本案を承認可決することといたします。 

 

（教育長）  次に、議案第２９号「学校給食費の改定（諮問）」について、事務局よ

り説明をお願いします。 
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議案第２９号「学校給食費の改定（諮問）」について 

 

  （青木 給食センター所長） 資料１の説明 

学校給食費については、令和２年度に改定をし、１食当たり小学校２５０円、

中学校２９０円で提供しているが、ここ数年の急激な物価高騰により、給食の

食材も同様に高騰している。これまでは、給食費の改定は行わず、食材費高騰

分に国の交付金や町からの補助をあてるなどの対策をしてきた。本来、食材費

の高騰に合わせて、適正な給食費を算定する必要があるので、教育委員会の諮

問機関である学校給食センター運営審議会に給食費の改定について検討をお願

いするものである。なお、給食費を改定したとしても、子育て世帯の負担軽減

のため、現在実施している物価高騰分の公費負担につきましては、継続して予

定である。 

 

 

（教育長）  今の件で、ご質問等はございますか。 

 

（教育長）  それでは、採決に入ります。議案第２９号「学校給食費の改定（諮問）」

について、原案のとおり採択することに賛成の方は、挙手をお願いしま

す。 

 

 ＜全員挙手＞ 

 

（教育長）  本案を承認可決することといたします。 

 

（教育長）  次に、議案第３０号「令和８年度 小中学校の儀式等」について、事務

局より説明をお願いします。 

 

議案第３０号「令和８年度 小中学校の儀式等」について 

 

  （小田島 指導主事） 資料２の説明 

小中学校の働き方改革の一環で、令和８年度も小学校入学式を４月８日、小

学校始業式と中学校入学始業式を４月９日に実施予定である。その他の学期末

終業式や始業式は例年通りの日程である。 

 

（教育長）  今の件で、ご質問等はございますか。 

 

（教育長）  それでは、採決に入ります。議案第３０号「令和８年度 小中学校の儀

式等」について、原案のとおり採択することに賛成の方は、挙手をお願

いします。 

 

 ＜全員挙手＞ 
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（教育長）  本案を承認可決することといたします。 

 

（教育長）  次に、議案第３１号「令和７年度 県民の日学校ホリデーの実施」につ

いて、事務局より説明をお願いします。 

 

議案第３１号「令和８年度 県民の日学校ホリデーの実施」について 

 

  （小田島 指導主事） 資料３の説明 

令和８年度は、11 月 24 日火曜日を、県民の日学校ホリデーとして休業日

とする。教職員の勤務の取り扱いは、勤務を要する日であるが、日直等の配

置は不要とする。 

 

（教育長）  今の件で、ご質問等はございますか。 

 

（教育長）  それでは、採決に入ります。議案第３１号「令和８年度 県民の日学校

ホリデーの実施」について、原案のとおり採択することに賛成の方は、

挙手をお願いします。 

 

 ＜全員挙手＞ 

 

（教育長）  本案を承認可決することといたします。 

 

（教育長）  次に、議案第３２号「令和７年度 県民の日学校ホリデーの実施」につ

いて、事務局より説明をお願いします。 

 

議案第３２号「武豊町スポーツ施設の指定管理者候補者の選定」について 

 

（神谷 生涯学習スポーツ課課長補佐） 当日配付資料の説明 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までの５年間のスポーツ

施設に係る指定管理者候補につきまして、令和７年１０月３１日の指定

管理者選定委員会にて「特定非営利活動法人ゆめフルたけとよスポーツ

クラブ」を候補者として選定しました。 

今後、１２月議会において、指定管理者の指定に関する議案を上程し、

議決を経てから、正式に指定管理者の指定を行い、令和８年４月１日か

らの指定管理業務委託３期目に向けて準備を進めてまいります。 

 

（教育長）  今の件で、ご質問等はございますか。 

 

（教育長）  それでは、採決に入ります。議案第３２号「武豊町スポーツ施設の指

定管理者候補者の選定」について、原案のとおり採択することに賛成の
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方は、挙手をお願いします。 

 

＜全員挙手＞ 

 

（教育長）  本案を承認可決することといたします。 

 

 

（教育長）  それでは議事を終了し、進行を教育部長にお願いします。 

 

５．報告事項 

（教育部長） 続いて、報告事項に移ります。 

 

(1) 令和８年 武豊町二十歳（はたち）のつどい について 

（生涯学習スポーツ課課長補佐）  資料４についての説明 

    令和８年１月１１日（日）に町民会館輝きホールで開催予定 

 

(2) 学校の近況について 

（指導主事）  当日配付資料について説明 

    ・各校の様子や行事予定について   

       

(3) 当面する行事予定について 

（指導主事）  資料５について説明（11 月～２月） 

 

６．その他 

(1) 町民会館より 配付資料 

・各種事業について  

 

  (2) 生涯学習スポーツ課より  

  ・その他連絡事項等なし 

 

(3) 学校教育課より  

 ・劇団四季「こころの劇場」を１１月２７日（木）に町民会館輝きホールで開催 

 

（教育部長） それでは、教育委員さんからお気づきの点があればお願いします。 

  

（教育委員） 

・ 先月、小学校の運動会に伺いました。当日は雨が降ったり止んだりと、不安定な

天候の中、実施をするか、延期をするか、学校としても非常に悩まれたと思います。

小雨が降り出してきた時に、プログラムが短縮されるのではと懸念されましたが、

何とか運動会を成功させようと、先生方や子どもたちがとても手際よく準備作業に

取りかかっている姿が大変印象的でした。その姿を見ていた地域の方が、とても感
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心されていたという話を聞き、大変うれしく思いました。 

・ 常滑市の鬼崎中学校の体育祭で、インクルーシブな社会を目指すために、障害の

有無にかかわらず楽しめる車椅子リレーが実施されたという新聞記事を拝見しまし

た。常滑市が全国の学校運動会でインクルーシブ種目の導入を呼びかけている団体

から、スポーツ用車椅子を 10 台寄贈されたことが、車椅子リレーを導入するきっか

けになったそうです。体育祭当日は雨が降っていたため、練習のようにうまくいか

なかったものの、生徒が考案したルールで行われた競技は大変盛り上がったそうで

す。普段、車椅子に乗る機会はないので、新鮮な気持ちで競技に取り組むことがで

きたと話す生徒もおり、とてもよい取り組みだと感じました。車椅子に実際に乗る

ことで、今まで見えなかった景色が見え、いつも当たり前にできていることに感謝

するなど、新たな気づきがあったと思います。 

・ 以前、車椅子に乗るお父さんのことを綴った作文を読みました。その中で、お母

さんが娘さんに、「目が悪いから眼鏡をかける。」「高いところに手が届かないから、

はしごを使う。」「足が悪いから車椅子に乗る。」と語りかけています。何も特別なこ

とではなく、全て普通のことであると伝えたかったのだと思います。私はそのよう

に考えたことがなかったので、新たな視点に気づくことができました。しかしなが

ら、社会の中では差別がなくならなかったり、見た目が違うだけでいじめられたり、

みんなと同じことができないと笑われてしまったりするという現状があります。 

武豊町では社会福祉協議会の方を中心に、福祉実践教室を行っています。福祉実践

教室を通して、周りの人とどう関わっていくのかを考えるきっかけになる子どもも

多くいると思います。まずは、できることから取り組んで、誰もが他人に思いやれ

る、そういう社会になるとよいと思います。 

 

（教育委員） 

・ 先日、図書館フェスタ 2025 に行きました。そこでは、読書感想文・感想画コンク

ールや図書館を使った調べる学習コンクールの表彰式も行われました。表彰式では、

受賞者に賞状を渡しましたが、 賞状を受け取った子どもたちの表情を見ていると、

とても温かい気持ちになりました。会場にはご家族や関係者など、たくさんの来場

者がいる中、とても和やかな雰囲気で行われており、よい時間を過ごすことができ

ました。 

・ 定年退職後の非常勤職員としての勤務も終わったので、家にいる時間が長くなり

ました。自由に過ごすことができる時間も増えたため、散歩を兼ねて武豊町の様々

なイベントに行くようになりました。イベントの案内をいただくことも多く、大変

ありがたく思っております。新たな気付きを得る機会も多く、今後も可能な限り参

加したいと思っております。 

 

（教育委員） 

・ 例年、小学４年生がゆめくりんの施設見学をしていますが、先日、保育園の年長

児もゆめくりんに招待していただき、施設等の見学をしました。私も初めて施設に

入りましたが、スライドを使って園児にも分かりやすく説明をしてくださり、興味

津々な園児の様子を見ることができました。クレーン車がゴミを移動させたり、混
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ぜたりしている様子や、地域のゴミ収集車が何台も来て作業をしている様子を直接

見られたことは、園児たちにとって貴重な経験になったと思います。また、ごみを

焼却した熱がプールに使われているという話もしていただき、園児たちにとって身

近な施設のプールとのつながりを感じることができたと思います。ゆめくりんの中

には、廃材を使って遊ぶことができる広場があり、段ボールやペットボトルで作っ

たおもちゃで遊ばせていただきました。園児からは、園に帰ったらおもちゃを作り

たいという言葉も出ました。今回見学をした園児が小学４年生になり、再びゆめく

りんの施設見学をした時に、今回とは全く違う感情で見ると思います。子どもたち

の発達段階に応じて施設見学をすることができ、町としてのよい取り組みだと思い

ます。また、ゆめくりんが地震に強い施設であることも園児に説明していただきま

した。現在建設中の学校給食センターもそうですが、町の施設が町民の未来のこと

を考えたものになっていることに感謝しています。 

・ 先程の学校報告にもありましたが、インフルエンザによる学級閉鎖が出始めてき

ました。季節の変わり目で体調を崩している子どもたちが増えてきています。中学

校は、推薦入試に向けての取り組みが始まる時期がきました。毎年思うことですが、

保護者の方も緊張感をもって過ごされていると思います。体調が思わしくないとき

は、無理せずに休養することも大切だと感じています。家庭と学校が連携をして、

感染症対策を進めていただくと共に、先生たちも体調にご留意いただきたいと思い

ます。 

 

（教育委員） 

  ・ 先程の議事で、来年度の入学式や１学期の始業式が、本年度と同様の時期になる

ことが採択されました。先生方にとって、新年度に向けての準備期間が確保される

ことになり、大変喜ばしく思います。 

  ・ 他の委員からのお話にもありましたが、インフルエンザが流行しやすい時期にな

りました。先日、インフルエンザに関するテレビ報道がありました。歯磨きをする

と、インフルエンザはある程度抑えられるというものでした。様々な予防策の一つ

として、例えば、給食後に歯磨きをするなどの取り組みを進めていくこともよいの

ではないかと思いました。最近では、受験は中学生だけではなく、小学生の受験も

増えてきています。うがい、手洗い、マスク着用など、基本的な感染症対策を家庭

と連携しながら、学校からも指導していただけるとよいのではないかと思います。 

・ 先日、新聞報道で県立高校のエレベーターの設置の記事を拝見しました。設置率

は、東京都で 85.6％、愛知県は 6.8％だそうです。車椅子を使っている子どもにと

っては、入学できる高校が限られてしまう現状があるとのことです。私立では、エ

レベーターを設置している学校も多くありますが、公立高校よりも費用が高くなる

ことが多く、経済的な理由で私立入学をあきらめるケースもあります。県立高校の

エレベーターの設置率が上がることで、肢体不自由の子どもたちの選択の幅が広が

ることを願っています。一方で、何かの記事で拝見しましたが、アメリカではエレ

ベーターの設置やバリアフリーは当たり前のことのようです。車椅子を利用してい

る方は、本当に困ったときには助けを求めることもありますが、基本的には普通に

生活をしているそうです。日本ではどうでしょうか。障害者を見かけると、助けな
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ければならないという気持ちになることが多いのではないでしょうか。障害者だか

ら、健常者だからではなく、お互いにフラットな状態で関わることができる社会に

なるとよいと思います。 

 

（教育部長） ありがとうございます。以上をもちまして定例教育委員会を閉じます。 

（一同） ありがとうございました。 

  

 

 

令和  年  月  日 
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